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奄美大島から得られた鹿児島県初記録ならびに北限記録のイレズミゴンベ

古𣘺龍星 1・前川隆則 2・本村浩之 3

A single specimen (222.1 mm standard length) of Paracir-
rhites hemistictus (Günther, 1874) (Cirrhitidae), distributed in 
the eastern Indian and Pacific oceans, was collected at a depth 
of 1 m off Amami-oshima island, Satsunan Islands, Kagoshima 
Prefecture, Japan. In Japanese waters, the species has previously 
been recorded only from the Ogasawara Islands and Okinawa 
Prefecture. Thus, this specimen, described herein in detail, rep-
resents the first record of P. hemistictus from Kagoshima Prefec-
ture and also the northenmost record for the species.
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 Abstract

ゴンベ科ホシゴンベ属（Cirrhitidae: Paracirrhites Bleeker, 

1874）は世界から 7有効種が知られており（Fricke et al., 

2022），吻が伸長しないこと，尾鰭が湾入しないこと，頬

部鱗列数が 4–6であること，および背鰭棘部における側線

上方横列鱗数が 5であることなどにより同科他属と識別

される（Randall, 2001; Gaither and Randall, 2012）．本属魚

類は日本からはメガネゴンベ Paracirrhites arcatus (Cuvier, 

1829)，ホシゴンベ P. forsteri (Schneider, 1801)，およびイレ

ズミゴンベ P. hemistictus (Günther, 1874)の 3種が記録され

ている（林・萩原，2013）．このうちイレズミゴンベは Ida 

et al. (1977)により小笠原諸島の父島から得られた標本に

基づき日本から初めて報告され，同時に標準和名が提唱さ

れた．なお，Ida et al. (1977)は「イレズミゴンベイ」とし

て標準和名を提唱したが，荒賀（1984）以降，本科魚類の

科，属，および種の語幹はすべて「ゴンベ」に統一されて

いる（林・萩原，2013）．その後もイレズミゴンベは小笠

原諸島の硫黄島と南硫黄島，沖縄県の伊江島，久米島，南

大東島，および八重山諸島から記録されたが，これらの地

域以外における日本国内からの記録は知られていない（東

京都水産試験場，1994；吉郷，2004; Senou et al. 2006；林・

萩原，2013；下瀬，2021）．

2021年 11月に奄美大島から 1個体のイレズミゴンベが

採集された．本種の分布記録は上述のとおりであり，奄美

大島から得られた標本は鹿児島県における本種の初めての

記録ならびに本種の分布の北限記録となるためここに報告

する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Randall (1963)と Randall and 

Schultz (2008)にしたがった．標準体長（standard length）

は体長または SLと表記した．体各部の計測はデジタルノ

ギスを用いて 0.1 mm単位までおこない，計測値は体長に

対する百分率で示した．生鮮時の色彩の記載は，奄美大島

産の標本（KAUM–I. 163025）のカラー写真（Fig. 1）に基

づく．標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．本報告に用いた標本は鹿児島大学総合研究博

物館（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写真

は同館のデータベースに登録されている．

Paracirrhites hemistictus (Günther, 1874)

イレズミゴンベ
（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 163025，体長 222.1 mm，鹿児島県大島

郡奄美市笠利町用安（奄美大島），水深 1 m，釣り，2021

年 11月 26日，平　優作．

記載　背鰭鰭条数 X, 11；臀鰭鰭条数 III, 6；胸鰭鰭条数

14；腹鰭鰭条数 I, 5；尾鰭主鰭条数 15；尾鰭分枝軟条数

13；側線鱗数 48；側線上方横列鱗数 5；側線下方横列鱗数

11；頬部鱗列数 5；尾柄周囲鱗数 21；鰓耙数 5 + 11 = 16；
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鰓条骨数 5．体各部の体長に対する割合（%）：頭長 34.9；

体高 33.4；体幅 18.5；背鰭前長 36.7；臀鰭前長 65.5；腹

鰭前長 40.3；尾柄高 13.2；尾柄長 22.9；背鰭基底長 52.2；

背鰭第 1棘長 5.4；背鰭最長棘条長（第 3棘）11.3：背鰭

最長軟条長（第 1軟条）14.1；臀鰭基底長 15.7；臀鰭第 1

棘長 5.8；臀鰭第 2棘長 9.0；臀鰭最長軟条長（第 1軟条）

16.3；胸鰭長 18.9；腹鰭棘長 9.5；腹鰭長 17.0；尾鰭長

19.2；吻長 10.0；眼窩径 5.4；両眼間隔 6.3；上顎長 14.6．

頭と体は側扁し，体は後方ほど側扁する．体背縁は吻

端から眼上にかけて急に上昇し，そこから背鰭第 5棘基底

にかけて緩やかに上昇する．その後，背鰭第 5棘基底から

尾柄にかけて緩やかに下降する．体腹縁は下顎前端から腹

鰭起部にかけて緩やかに下降し，そこから臀鰭起部にかけ

て僅かに凹む．その後，臀鰭起部から尾柄にかけて緩やか

に上昇する．体高は腹鰭起部直上において最大．吻は丸く，

突出しない．口は端位で，上顎前端と下顎前端はほぼ同位．

上顎後端は眼の中央直下に僅かに達しない．唇部は肥厚す

る．上顎には外側に 1列の円錐歯が並び，上顎前部の内側

には顆粒状歯帯がある．上顎前端に 1対のやや大きな犬歯

状歯があり，その間に 3本のやや小さい犬歯状歯がある．

下顎歯は 1列で，小さい円錐歯とやや大きい犬歯状歯が不

規則に並ぶ．鋤骨歯は顆粒状で，円形の歯帯を形成する．

口蓋骨歯はない．舌先は丸い．眼は円形で，頭部の上部に

位置する．虹彩は楕円形．眼隔域は僅かに凹む．鼻孔は 2

対で，互いによく近接し，眼の前方に位置する．両鼻孔は

円形で，前鼻孔の後部に房状の皮弁をもつ．前鰓蓋骨縁は

緩やかな弧を描き，後縁は僅かに鋸歯状．鰓蓋縁は円滑で，

主鰓蓋骨は後方に突出する．左右の鰓膜は繋がる．鰓耙は

小さく，瘤状．背鰭起部は鰓蓋後端直上より僅かに前方で，

背鰭基底後端は臀鰭基底後端直上よりも後方に位置する．

背鰭棘部の鰭膜は切れ込む．背鰭棘は第 3棘が最長．背鰭

第 10棘は第 9棘より長い．背鰭軟条は第 1軟条が最長で

あり，すべての軟条が分枝する．胸鰭基底上端は下端と背

鰭起部直下よりも前方に位置する．胸鰭後縁は上部がやや

凹む．胸鰭第 1軟条は不分枝で，第 2–7軟条は分枝する．

胸鰭第 8–14軟条は不分枝で肥厚する．胸鰭軟条は第 10軟

条が最長．腹鰭起部は背鰭第 4棘基底直下とほぼ同位．た

たんだ腹鰭の後端は肛門に達しない．臀鰭起部は背鰭第 3

軟条直下に位置し，臀鰭基底後端は背鰭第 8軟条基底直下

に位置する．臀鰭軟条は第 1軟条が最長．尾鰭は後縁が僅

かに膨らんだ截形．肛門は円形で，たたんだ腹鰭後端と臀

鰭起部の中間に位置する．鱗はすべて円鱗．胸鰭基底，背

鰭軟条部基底，臀鰭軟条部基底，および尾鰭基底は被鱗す

る．体部は腋部を除き被鱗する．頬部に体側鱗よりやや小

さい鱗が 5列に並び，その周囲には小さい鱗が多数ある．

主鰓蓋骨中央に体側鱗大の鱗が複数あり，その周囲と前鰓

蓋骨には小さな鱗が多数ある．眼隔域，吻部，および下顎

は微小な鱗に被われ，鰓膜の下部には部分的に微小な鱗が

ある．側線は完全で，鰓孔上端から尾鰭基底までほぼ直線

状．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―体側上部と中央は一様

に暗褐色で，体側下部は淡褐色を呈する．胸部は赤褐色．

体側上部と中央には尾鰭基底やや後方にかけて多数の黒色

斑が縦列し，体側下部では赤褐色縦帯となる．体側中央の

やや上方寄りに眼径大の淡紅色斑をもつ．頭部は一様に褐

色を呈する．虹彩は黒紫色で，瞳孔の周囲は赤く縁取られ

る．背鰭棘部は淡褐色で，赤褐色斑が散在する．背鰭軟条

部の基底付近は暗褐色で，不明瞭な 2列の赤褐色斑が縦列

する．背鰭軟条は一様に赤褐色．臀鰭は全体的に暗褐色で，

基底付近に不明瞭な 2列の赤褐色斑が縦列する．臀鰭第 1

Fig. 1. Fresh specimen of Paracirrhites hemistictus from Amami-oshima island, Satsunan Islands, Kagoshima Prefecture, Japan.
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軟条は橙色がかる．胸鰭は暗橙色で，基底付近は暗褐色．

腹鰭は全体的に黄褐色，尾鰭は全体的に暗褐色を呈する．

尾鰭下縁は橙色がかる．背鰭軟条部，臀鰭，腹鰭，および

尾鰭の鰭膜は灰色がかった半透明．

分布　イレズミゴンベは東インド洋から太平洋にかけ
て分布する（Randall, 2001）．日本国内においては小笠原

諸島（父島・硫黄島・南硫黄島），沖縄諸島（伊江島・久

米島），大東諸島（南大東島），および八重山諸島から記録

されていた（Ida et al., 1977；東京都水産試験場，1994；吉郷，

2004；Senou et al., 2006；林・萩原，2013；下瀬，2021）．

本研究により鹿児島県の奄美大島からも新たに本種が記録

された．

備考　本研究で記載した標本は，背鰭軟条数が 11であ

ること，背鰭第 10棘が第 9棘よりも明らかに長いこと，

胸鰭第 2軟条が分枝し，胸鰭分枝軟条数が 6であること，

側線鱗数が 48であること，眼隔域に鱗があること，眼の

後方に斑紋がないこと，多数の黒色斑が体部にはあるが，

頭部にはないこと，および体側中央上方寄りに淡紅色斑が

あることなどが Randall (2001)と林・萩原（2013）の示し

たイレズミゴンベ Paracirrhites hemistictusの標徴に一致し

たため本種に同定された．

ゴンベ科魚類は各背鰭棘先端に皮弁をもつことが特徴

であるが（Randall, 2001），奄美大島産の標本は背鰭棘先

端付近の鰭膜が損傷しており，皮弁は確認できなかった．

イレズミゴンベには体側中央に 1白色縦線がある

型（hemistictus型）と体側中央に 1淡紅色斑のある型

（polystictus型）の色彩 2型が知られており（Randall, 1963, 

2001；林・萩原，2013），前者の色彩は P. hemistictusに一

致し，後者の色彩は P. polystictus (Günther, 1874)に一致す

る（Randall, 1963, 2001）．Randall (1963)は両型の相違が性

差によるものではないことから，それぞれ有効種である

可能性を示唆したが，現在，両型は同種とされている（P. 

polystictus が P. hemistictus の新参異名）（Randall, 2001）．

奄美大島産の標本は体側中央の上方寄りに淡紅色斑がある

ことから，polystictus型に一致するが，本研究では Randall 

(2001)の見解にしたがい本種の学名に P. hemistictusを適用

した．なお，これまでに報告された日本産標本は Ida et al. 

(1977)の小笠原諸島産と吉郷（2004）の大東諸島産が知ら

れるが，これらの色彩も polystictus型に一致し，国内にお

ける hemistictus型の標本に基づく記録はない．

なお，Barcode of Life Data Systemsに登録されている

イレズミゴンベの COI遺伝子部分塩基配列を調査した

ところ，仏領ポリネシア産の hemistictus型（4個体）と

polystictus型（3個体）は単一のクレードを形成し，各個

体あるいは各型間の最大塩基置換率は 0.2%未満であり，

両型が同種であることを示唆した．

イレズミゴンベの記録は「分布」の項目で述べた通り

であり，本種の日本国内における記録は沖縄県と小笠原諸

島からのものに限られ，奄美大島の魚類相を網羅的に調査

した Nakae et al. (2018)や小枝（2019）にも記録されてい

ない．したがって，本研究で記載した標本は奄美大島にお

ける本種の初めての記録であり，同時に鹿児島県における

初めての記録となる．また，本種のこれまでの分布北限は

小笠原諸島の父島であり，奄美大島産の標本は本種の分布

の北限を僅かに更新した記録となる．
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